
35

モ
エ
ン

標
準
施
工
法

納
ま
り
詳
細
図

木
造

納
ま
り
詳
細
図

鉄
骨
造

外
張
り

断
熱
工
法

ア
ウ
テ
ィ

軒
天

参
考
資
料

　１－１３　胴縁下地組み

１　モエン標準施工法

５）横胴縁仕様

　●横胴縁は２０００㎜以下の間隔で３０㎜以上の隙間を設け、通気を確保する構造とします。

　●横胴縁と出入隅部・開口部まわりの胴縁は、３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

　●入隅部や出隅部などで胴縁が躯体に留め付けられない場合は、追加下地を設け、必ず下地に留め付け

　　 ます。

積雪地域での胴縁組み

下図のように２０００㎜以下の間隔で３０㎜以上の隙間を設けて施工してくだ

さい。隙間がないと、通気がとれず凍害など不具合の原因となります。

注　　意
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●積雪地域では雪の圧力でモエン

が割れないよう、雪の積もる高さ

まで横胴縁を３０３㎜以下の間隔

で留め付けます。

※下屋根部分も同様の胴縁組みを

してください。

※金具施工の場合、金具の高さに

合わせてスペーサーを胴縁及び

補強胴縁に取り付けてください。

　●開口部左右で、モエンの割り付け幅が１００㎜以下となる場合は、補助胴縁を追加します。
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　１－１３　胴縁下地組み

１　モエン標準施工法

６）上下張り分けの場合の胴縁組み
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●胴縁組みは、通気ができるよう下階から上階まで通気できる構造にするか、または各階で排気できる構造

にします。

●上下で異なる厚さのモエンを張り分けする場合や１０尺品と６尺品のようにモエンの長さが異なる場合、

　 上下接合部は必ず中間水切を使用します。　

●上下で同厚のモエンを張り分けする場合、上下接合部をシーリングで納め、アウティを上から施工するこ

ともできます。

※下図は上階はモエンＭ・Ｗ（３×１０板）縦張り釘打ち施工、下階はエクセラードを横張り金具施工する
納まりの例です。
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